
厚生労働省・宮城県 【問い合わせ】宮城県保健福祉部薬務課　☎022-211-2653

【宮城県涌谷高等学校】
木村　果蓮さん

【宮城県宮城野高等学校】
小嶋　寧々さん

【宮城県宮城野高等学校】
四宮　沙織さん

【宮城県涌谷高等学校】
千葉　真那果さん

宮宮城城大大会会
【宮城県涌谷高等学校】金子 日葵 さん【宮城県涌谷高等学校】金子 日葵 さん【宮城県涌谷高等学校】金子 日葵 さん
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仙台市宮城野区文化センター
パトナホール 仙台市宮城野区

五輪 2-12-70

主 催

パトナホールへのアクセス方法▶
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高校生薬物乱用防止啓発ポスター宮城県選考入賞作品／最優秀賞１作品 優秀賞５作品

【宮城県宮城野高等学校】
加賀　蒼依さん

最 優 秀 賞



「高校生に知ってほしい最近の薬物乱用
　　　　　　　　 ～オーバードーズって何？～」

●参加高校生及びみやぎ絆大使による
　　　　　ディスカッション（クイズ大会）

●薬物乱用防止啓発ポスター
　　　　　宮城県選考入賞者表彰式

●大会宣言

小出　彰宏
こいで あきひろ

教授

横浜薬科大学薬学部臨床薬学科
レギュラトリーサイエンス研究室

●特別講演

●開会挨拶（厚生労働省、宮城県）
●薬物乱用防止に功績のあった者に対する表彰式

　麻薬、覚醒剤、大麻、危険ドラッグ等の薬物乱用は、乱用者個人の健康上の問題にとどまらず、各種の犯罪の誘因など公
共の福祉に計り知れない危害をもたらします。
　令和７年の大麻事犯の検挙人員は７，０００人を超え過去最多となり、覚醒剤事犯検挙者数と並んで高い水準となりました。
また、大麻事犯の検挙人員全体の７割以上が３０歳未満の若年層であるなど、特に若年層における大麻の乱用が深刻な事態
となっています。
　本大会は、県内の高校生を中心とした若年層を対象に、県民一人ひとりに麻薬・覚醒剤・大麻等の乱用や、オーバードーズ（市
販薬の過剰摂取）による危険性・有害性を正しく認識させ、薬物乱用防止の推進や薬物問題を相談しやすい環境の整備を図
ることを目的に開催するものです。

令和８年７月６日～８月２８日の期間中、県内の高校生を対象に募集し応募いただいた、薬物乱用防止啓発ポスターを大会会場で展示します。

特別講演特別講演

こいで あきひろ

小出　彰宏教授
横浜薬科大学

岐阜薬科大学大学院修士課程修了。薬学博
士。薬剤師。平成２７年７月から令和４年３
月まで文部科学省初等中等教育局健康教育
食育課で健康教育調査官として、薬物乱用
防止教育等を担当。令和４年４月から横浜
薬科大学で教授として勤務し、薬物乱用防
止教室を通じて、高校生に医薬品の適正使
用の重要性、オーバードーズの問題点と対処
法などの講演を行っている。

クイズ大会特別ゲストクイズ大会特別ゲスト
みやぎ絆大使みやぎ絆大使

尾形　貴弘氏
（パンサー）

おがた たかひろ

宮城県東松島市出身。菅良太郎、向井慧
とともに平成２０年にお笑いトリオ・パンサー
を結成。趣味はサッカー。仙台放送「仙台
市青葉区　かのおが便利軒」（毎週土曜午
後６時３０分～）などに出演中。
平成３１年１月からみやぎ絆大使を務める。

薬物乱用防止啓発ポスターの展示

大会の目的

プログラム

後　　援

STOP！薬物乱用　みんなでつくる　薬物乱用のないみやぎ

公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センター、株式会社楽天野球団、株式会社仙台８９ＥＲＳ、
株式会社ベガルタ仙台、株式会社マイナビフットボールクラブ、一般社団法人宮城県子ども会
育成連合会、宮城県ＰＴＡ連合会、宮城県高等学校ＰＴＡ連合会、宮城県高等学校長協会、
宮城県中学校長会、宮城県小学校長会、一般社団法人宮城県専修学校各種学校連合会、
宮城県私立中学高等学校連合会、宮城県私立小中高等学校保護者会連合会、宮城県高等学校
生徒指導研究会、一般社団法人宮城県自動車整備振興会、公益社団法人日本青年会議所
東北地区宮城ブロック協議会、宮城県商工会連合会、公益社団法人宮城県バス協会、
公益社団法人宮城県トラック協会、一般社団法人宮城県タクシー協会、宮城県遊技業協同組合、
宮城県遊技業防犯協力会、一般社団法人宮城県建設業協会、宮城県中小企業団体中央会、
宮城県塗装業組合連合会、一般社団法人宮城県法人会連合会、公益社団法人宮城県医師会、
公益社団法人宮城県獣医師会、宮城県学校保健会、一般社団法人宮城県歯科医師会、
一般社団法人宮城県薬剤師会、公益社団法人仙台市薬剤師会、一般社団法人宮城県病院

薬剤師会、一般社団法人宮城県医薬品登録販売者協会、宮城県医薬品配置協議会、
宮城県毒劇物協会、宮城県麻薬協会、宮城県薬事工業協会、公益財団法人宮城県生活衛生
営業指導センター、宮城県ホテル旅館生活衛生同業組合、宮城県寿司商生活衛生同業組合、
宮城県理容生活衛生同業組合、宮城県美容業生活衛生同業組合、宮城県社交飲食業
生活衛生同業組合、宮城県麺類飲食業生活衛生同業組合、宮城県中華飲食生活衛生同業
組合、宮城県クリーニング生活衛生同業組合、宮城県料理業生活衛生同業組合、宮城県市長会、
宮城県町村会、仙台市、公益財団法人海上保安協会宮城支部、宮城県少年補導員協会、
公益社団法人宮城県防犯協会連合会、宮城県青少年補導センター連絡協議会、社会福祉法人
宮城県社会福祉協議会、ライオンズクラブ国際協会 332-C 地区事務局、宮城県更生保護
女性連盟、宮城県人権擁護委員連合会、宮城県ＢＢＳ連盟、日本ボーイスカウト宮城県連盟、
ガールスカウト宮城県連盟、宮城県地域婦人団体連絡協議会、宮城県各種女性団体
連絡協議会、日本赤十字社宮城県支部、青少年のための宮城県民会議、ＮＨＫ仙台放送局

一人ひとりの未来のために　薬物乱用のない社会を一人ひとりの未来のために　薬物乱用のない社会を一人ひとりの未来のために　薬物乱用のない社会を


